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 アフター・コロナ、各事業が始動！  

コロナ禍のためここ数年中止となっていた

各事業が始動します。 

敬老会は９月１７日（日）の午前開催。吉本

興業のとくいちとノーサインの公演や他にも

地域の方の出演を予定し、人生の先輩方のま

すますのご健康とご長寿をお祝いします。 

ALL 老上スポーツ大会は、１０月８日（日）

老上西学区との共催で町内会対抗競技やオー

プン競技で地域のふれあいを図ります。 

４年ぶりの開催となる第２９回ふれあい老

上まつりは、【絆を再び、ふれあいを通じて】

をテーマに１１月１２日（日）老上小学校体育

館をメイン会場に、詳細計画中です。営利を目

的としない市場出店（飲食）を希望される方を

募集中です。 詳しくは、老上まちづくりセン

ター（℡ 564-1430）までお問合せ下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 42号 
老上学区 2023. 7.31 現在（対 6 月比） 人口 12,099 人（+80） 世帯数 5,471 世帯（+34） 

発行 老上学区まちづくり協議会 編集 情報発信委員会  

〒525-0055 草津市野路町 520番地（老上まちづくりセンター内） 

TEL･FAX 077-564-1430  E-mail oikami@machikyou.jp 

 

ふるさと老 上 のこころ 
自主（進取の心）協同（連帯性） 

敬愛（人権尊重） 
 

     

 

 

HP     

 

 

地域の団体で組織する老上学区子育てサロン

推進委員会が、数年ぶりに南笠公民館で「子育て

サロン」を開催しました。幸いにも梅雨の晴れ間

となり、公民館前のグラウンドにはキラキラ輝く

シャボン玉が風になびき、子ども達は空を仰ぎな

がら追いかけていました。 

 
南笠公民館 

「子育てサロン」 

シャボン玉 
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地 区 防 災 計 画 と

は？ 

地震、風水害など広域災害が多発

する中で、住民主役の実効性のある防

災活動が求められています。「災害対

策基本法」にも基づき全国の多くの地

域で「防災計画」作りが進められてき

ました。 

草津市では学区ごとに作成・運用さ

れています。老上学区でも新たに取り

組むことになりました。 

 

老上学区地区防災計画 

 

来年（令和 6 年）3 月を目標にして

います。 

出来上がった計画は最終的な完成

品ではなく、その後も常に見直しを図

り、地域の防災力を高めていきます。 

そのためにも、常に問題課題を明ら

かにしたり、訓練を重ねていきます。 

 

住民である私たち自身が地域の実

態に合うように作ります。 

SOS 委員をはじめ、町内会・マンショ

ンの防災ネットワーク担当者や、災害時

に対応していただく団体代表の方々で

組織した地区防災計画策定委員会が

立案、防災の専門家のアドバイスも得

ながら進めています。 
 

 

南草津団地 

老上まちづくりセンター 

自宅に食糧や水を

備蓄しているので、

支援は不要 

帰宅困難になっても

子どもを守ってくれ

る人はいる 

災害発生時を乗り

越えたら、その後は

なんとかなる 

を想定し、最善の対応を考えます

地震や風水害で、「今までに経験がない」ことが近年、各地で起こっ

ています。広範囲に被害が及ぶ、あるいは長期にわたって生活に支障

が出る場合のことを思うと、これまでの想定を見直す必要があります。 

 

考えよう！その想定で大丈夫？

地 区 防 災 計 画 と
は？ 

誰がつくるの？ いつまでに？ 

外国籍の人もいる

が、いざとなれば意

思疎通できる 

高齢者だが、いざと

なれば、なんとかな

る 

ハザードマップで、

わが家は安全なの

で心配ない 
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防災食クッキング第６弾はパスタです。 

今回も、優しく笑顔でご指導下さる和知

蔦代さんを講師に迎え、こども記者のみ

んなと共にチャレンジしました。 

 

 

 
材料 

・スパゲッティ             ・耐熱ポリ袋 

（今回は1.4ｍｍを使用）   ・ツナ缶（ノンオイル） 

・レトルトのパスタソース     ・バター 

 

 

① スパゲッティ１人前１００gを手で半分に折り、耐熱ポリ袋に入れる。 

② その中にスパゲッティがかぶるくらいの水を適量入れ、（約 250～

300ｍｌ）空気を抜いて上の方で縛る。そのまま３０分ほど浸してお

く。 

③ 大きい鍋にお湯を沸かし、底に大きめのお皿を置く。 

④ スパゲッティの入ったポリ袋を入れて5分ほど茹でる。（写真参照） 

⑤ 別のお鍋にお湯を沸かし、レトルトソース、ツナ缶を入れて温める。 

⑥ スパゲッティが茹で上がったら、皿に取り出し、１人前につきバター

を 5ｇほど絡める。 

⑦ 温めたパスタソースやツナ缶をスパゲッティの上にのせて、完成。 

 

 

きゅうりを適当な厚さに切り、塩昆布で和えたも

のと、ちぎったレタスと砕いたインスタントラーメン

を和えたものを副菜にしました。 

 

 今回は、まちづくり協議会の山本会長も試食され、「とてもおいしかった」と感想をもらいました。

もちろんこども記者たちも好きなパスタソースをそれぞれ選び、楽しくおいしくいただきました。 

2023年 9月 1日は、関東大震災から 100年の節目になります。今一度防災について、大人

も子どももそれぞれの立場で考えてみてはいかがでしょうか。 

 

 

６月１０日(土)「わんぱくプラザ老上」の参加者５８名で「京エコロジー

センター」と「京都市市民防災センター」に行ってきました。 

京エコロジーセンターでは、館内の環境に優しい工夫がされているとこ

ろにいる“エコ虫”を探したり、ゴミに関して学ぶ事が出来ました。 

京都市市民防災センターでは、映像体験室、地震体験室、4D シアター

システム、土砂災害体験コーナーと 4つの体験をしました。どの体験も、と

てもリアルで怖かったようです。 

子ども達は今回の体験で、いざという時に何をしないといけないのか、

災害は他人事ではなくいつでも自分にも起こりうる事だと理解し、学べた

と思います。  （子ども事業サポーター 上田 佳世） 

 

 わんぱくプラザ老上について  

老上学区の小学生を対象とした老上学区

まちづくり協議会の事業で、子ども事業サポ

ーター(地域のボランティア）や学区の団体と

協働で企画、運営をしています。 

今年度は年間登録制で行っています。 

わんぱくプラザ老上 

京エコロジーセンター＆ 

京都市市民防災センター訪問 

防災食チャレンジ第 6弾 

 

スパゲッティを茹でています。 
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まちづくり計画 ワークショップ 
まちづくり協議会の「まちづくり計画」を更新するにあ

たり、立命館大学の協力を得てワークショップを開催し、

老上学区の新たな未来に向けたまちづくり計画につい

て意見交換しました。 

意見交換まちづくり計画を更新します。 

 

 

 

10月28日（土）10時には、まちづくりセンターにて、ま

ちづくり計画素案の報告会を開催します。参加ご希望の

方は、まちづくりセンターまでお申し込みください。 

 

参加者の声 

第一回ワークショップに参加しました。２０代の

学生から７０代の各世代８名前後が４グループに

分かれ「まちの資源を見つけよう」をテーマに町の

資源を把握して、良いところや問題点等を、学区の

地図上の該当箇所に自身の意見を記載した小旗

を刺す手法で行いました。 

自身と視点の違う意見も数多くありましたが、町

の資源としては、学区を横切る河川や医療関係が

多いこと、南草津駅など、問題点としては駅前周

辺や学校周辺の交通渋滞、各町内を通り抜ける

車のマナー等は多くの方が同様の意見を出されて

いました。 

今回、各世代が同じテーマに沿って気負いなく

ゲーム感覚で「町の良いところや問題点を見出

す」話し合いに参加でき、大変有意義な時間だっ

たと思います。  （まち協副会長 三谷 重信） 

 

学校に行きづらい小中学生のフリースペース

JAGUAR の部屋では、６月から老上まちづくりセンター

で「おいかみ食堂」を始めました。子どもの昼食、お昼ご

飯作りをお休みしたい大人の方など、学区内の誰でも参

加できます。１食大人300円・小学生以下100円で、小

学生以下はお手伝いで無料です。就職活動で必要とな

る「学生の時に力を入れたこと（ガクチカ）」を探す大学

生や、管理栄養士を目指す高校生もボランティア参加し

ています。学区のあらゆる年代が交流し様々な体験がで

きるよう、子どもたちと趣味を共有・教えるボランティアも

募集中。 １０月には、さらに学区内の交流をはかるハロ

ウィンイベントを企画しています。お問い合わせは

JAGUARの部屋HPまたは老上まちづくりセンターまで。 

 

開催日時 

月 1回 土曜日  

（9/2、10/14）  

11:00～15:00 

JAGUARの部屋 HPカレンダーをご覧ください 

６月２１日、老上小学校５年生が５月にふれあい農業

合校の水田に放流したニゴロブナを新十禅寺川へ放

流しました。琵琶湖固有種のニゴロブナの稚魚を、エサ

となるプランクトンが豊富な水田で育てることで、外来

魚など外敵から守り生存率を高める取り組みです。 

 ニゴロブナは春に産卵のために琵琶湖の浅瀬や水田

を目指します。しかし、農作業の効率化・改善を図り乾

田化のために水路を深くしたことで、湖魚が遡上しにく

い環境となりました。近年では水田の生産性を維持し

ながら魚が遡上できるよう、魚道が設置されています。 

 参加した児童からは「たくさんのニゴロブナを放流

できてよかった」「オタマジャクシが多くて 

見つけるのが難しかったけど、楽しかった」 

「いつか琵琶湖で会いたい」という声が 

ありました。 
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■送り先 

〒525-0055 草津市野路町５２０番地 

老上まちづくりセンター 

TEL/FAX 077-564-1430 

e-mail oikami@machikyou.jp 

■必要事項 

住所(郵便番号)・氏名（匿名希望はペンネームも）・電話番号・

メールアドレス（お持ちの方）・つぶやきのタイトル・「わがまち老

上だより」の感想 

■その他 

※ご記入いただいたすべての個人情報は厳重に管理し、編集

業務以外の目的には使用いたしません。 

※趣旨を変えない範囲で手直しさせていただくことがあります。 

※お送りいただいたご投稿の返却、採否のお問い合わせには

応じられませんので、ご了承ください。 

【次号のおしらせ】  

たくさんのつぶやきをお待ちしています♬ 

写真もつけて、どしどしご応募ください。 

締め切りは、１０月２５日（水）です。 

掲載された方には 

こちらをプレゼント♡ 

このページでは、みなさんの自由なつぶやきを募集

しています。最近の出来事や、手作り作品、ペットの紹

介など、なんでも大歓迎！おいかめちゃんのイラストを

送ってもらえたら、おいかめちゃんもとっても喜びます♡ 

また、お誕生日コーナーでは、１２・1・２月生まれさ

んを大募集中！老若男女（ペットも！）自薦他薦は問

いません！お名前と誕生日と一言を明記の上、写真

を添えて、どしどしご応募ください。イラストでもＯＫ！

みなさんで大切な日をお祝いしましょう♬ 

～読者のつぶやきコーナー NO.９～ 

  読者のみなさんのつぶやきで作るコーナー「あつまれ★老上のまち」。この夏はマスクを外して外出を楽しむ姿が多く

見られましたが、皆さんはどのように過ごされましたか。まだまだ暑い日が続きますが体調に気をつけて、素敵な秋をお過

ごしください。つぶやきも楽しみにお待ちしています♬ 

ちょっと聞いて! 
 

*★HAPPY BIRTHDAY★* 
９・１０・１１月生まれさん、あつまれ～！ 

老上のキュリーさん 

１１月７日 

私の誕生日は１１月７日、この日は物理学賞・化学賞と２回の 

ノーベル賞を受賞したキュリー夫人の誕生日です。子どもの頃、

この偉人にあこがれて勉強を頑張ろうと思っていたことを思い

出しました。思っていただけで終わってしまいましたけど(笑) 

よもぎさん 

９月２９日 

お誕生日おめでとう！ 

長生きしてね♡ 

（Ｊより） 

ジョージさん 

１１月２９日 

大学に入って一年が経って、大学の勉強とバイト

の両立のバランスがようやくわかってきました。そこ

で少し時間ができたので、大学生といえば麻雀を

やるのではと思い一つの経験として始めました。こ

の麻雀を通して新しい人達との交流ができ、より良

い学生生活が送れそうです。これを機にさまざまな

ことにとりあえず挑戦してみるということを意識して

行きたいです。（T.H） 

先日、初めてアーティストのライブに行きました。これま

で私は、わざわざ行かなくてもＣＤがあれば曲は聞けるか

らとライブに行くことを避けてきました。しかし、友人に無理

やり連れていかれたこのライブで私の考えは大きく変わり

ました。生の音と歌声の迫力は凄まじく、CD では味わえな

い高揚感を感じることができました。ライブの楽しさに気づ

かせてくれた友人には感謝したいと思います。（K.K） 

「王子様がやって来る！」 

私達夫婦には孫が３人いる。一番年下の孫は老

小三年生のやんちゃな男の子で、私達はひそかに

王子様と呼んでいる。 

月に２，３回遊びに来るが、その日は妻が腕により

をかけて孫の好物を作って待っている。腹一杯食べ

たあと、ゲームをやって帰っていく。 

今年の父の日にその子が肩タタキ券をプレゼント

してくれ、さっそく百回ほど叩いてもらい、その夜はぐ

っすり眠れた。 

そんな孫とのふれあいが、私にとっては至福の 

ひとときである。（ヒロリン） 
かおりさん 

１０月１９日 

何十年先もずっと、 

笑い合おうね！ 

お誕生日おめでとう♡ 
祝★１２歳 
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2023年
ねん

春
はる

から感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

が緩
ゆる

まり、みんなの生活
せいかつ

や意識
い し き

は

どう変
か

わったか、子
こ

ども記者
き し ゃ

の周
まわ

りで聞
き

いてみました。 

 

コロナに対
た い

する意識
い し き

調査
ち ょ う さ

 
 

 

・周
まわ

りの目
め

が少
すこ

し気
き

になる… 

・苦
くる

しくないし、暑
あつ

くてもマスクがないと涼
すず

しい。 

・学校
がっこう

以外
い が い

では外
はず

していても、学校
がっこう

ではみんながつけているので外
はず

しづらい。 

・話
はな

し声
こえ

が聞
き

こえやすい。 

・顔
かお

を見
み

られるのが恥
は

ずかしいけど、ちょっと嬉
うれ

しい。 

・まだ対策
たいさく

は必要
ひつよう

だと思
おも

う。 

・電車
でんしゃ

でもマスク着用
ちゃくよう

が減
へ

っている。 

・お弁当
べんとう

の時間
じ か ん

が楽
たの

しい。 

 

 

・復活
ふっかつ

したおかげでできることが増
ふ

えたけど、めんどうくさいこともある。 

・大変
たいへん

だけど人
ひと

が増
ふ

え、戻
もど

りつつあって嬉
うれ

しい。 

・祭
まつり

や花火
は な び

大会
たいかい

が復活
ふっかつ

するので楽
たの

しみ。 

・文化
ぶ ん か

祭
さい

はまだコロナに気
き

を付
つ

けていそうな部分
ぶ ぶ ん

はある。 

・運動会
うんどうかい

は全学年
ぜんがくねん

で縦割
た て わ

りチームで競
きそ

いたい。応援
おうえん

合戦
がっせん

も復活
ふっかつ

してほしい。 

・給 食
きゅうしょく

は黙
もく

食
しょく

がいい。話
はな

したい人
ひと

は話
はな

せばいい。 

 

   

  

・マスクなしの方
ほう

が過
す

ごしやすい。 

・従来
じゅうらい

の形
かたち

に戻
もど

っていけばいい。 

・体育
たいいく

祭
さい

、文化
ぶ ん か

祭
さい

の活性化
かっせいか

を望
のぞ

む。 

 

・マスクが無
な

く気持
き も

ちよく過
す

ごせる。 

・うれしい。 

・マスクなしでの合唱
がっしょう

がしたい。 

 
今月
こんげつ

の担当
たんとう

 取材
しゅざい

…あかり、みお、じょうじ、りな タイトル…りほ グラフ…のぞみ 写真
しゃしん

…はると ルビ…えみり イラスト…きょうま 作成
さくせい

…れあん 

台湾
た い わ ん

   

    １３種
しゅ

の乗
の

り物
もの

に乗
の

り 

放題
ほうだい

のフリーパスが２００元
げん

（約
やく

 

９００円
えん

）の遊園地
ゆうえんち

。すごく楽
たの

し 

いし、安全
あんぜん

チェックも 

厳重
げんじゅう

にしてくれます☻ 

    

台湾
たいわん

には 

各地
か く ち

に夜
よ

市
いち

があり、食
た

べ物
もの

の店
みせ

や

スマートボールや射撃
しゃげき

などのゲ

ームができる店
みせ

があります。大人
お と な

から子
こ

どもまで楽
たの

しめます。 

 

 

夜
よ

市
いち

 

台湾
たいわん

で 1番
ばん

高
たか

い 

建物
たてもの

。展望
てんぼう

台
だい

には時速
じ そ く

６０ｋｍの

世界
せ か い

最速
さいそく

のエレベーターで行
い

き

ます。高
たか

さ３８２ｍの展望
てんぼう

台
だい

から

台北
たいぺい

市街
し が い

が眺
なが

められます。 

 

台北
たいぺい

101 
 

マスクを外した、口元まで１００％の笑顔と出会えるようになりました。♪君が笑えば幸せ

が広がる♪コロナ感染など注意をしながら、笑顔の連鎖で街を幸せいっぱいにしたいですね。（M） 

 

児童
じ ど う

新楽園
しんらくえん

 


